
現代のラボでは、稼働率や使いやすさに対する要求が高まっています。InfinityLab フ
レックスベンチファミリーは、各 LC モジュールの入れ替えや移動が簡単で、ラボのど
こにでもニーズに応じて機器を設置することができます。この 3 種類の丈夫なスチー
ル製ベンチは、どれも調節可能な設計で、機器の構成部品、溶媒バイアル、ポンプ、カ
ラム、アクセサリを整然と収納できるため、安全性と作業効率が向上します。

Agilent InfinityLab フレックスベンチ - 移動が容易な床置き型
必要な場所、必要なタイミングで機器を移動できます。異なる MS の近くで作業する
必要がある場合でも、分析を新たなプロジェクトに移す場合でも、InfinityLab フレッ
クスベンチなら簡単に機器を移動してスペースを最適化することができます。

Agilent InfinityLab ベンチトップ - 調節が容易な卓上型
卓上型で、容易にモジュール交換とメンテナンスが可能です。InfinityLab ベンチトップ
は、ラボの現在の環境に合わせて設置し、LC システムを簡単に構成できるように設計
されています。

Agilent InfinityLab フレックスベンチ MS - MS も含めて移動が容易な床置き型
ラボ全体の機器の配置を最適化できます。InfinityLab フレックスベンチ MS なら、
Agilent InfinityLab MSD や Ultivo LC/MS システムを最下段に搭載することができ、
各部を操作しやすくなります。また、一体型の廃液管理ソリューションと、ポンプの騒
音を軽減する静音ボックスにより、ラボ環境が改善します。

Agilent InfinityLab フレックスベンチ

使いやすさを向上し 
ラボのストレスを低減

Agilent InfinityLab フレックスベンチファミリー

Agilent InfinityLab ベンチトップ



仕様と詳細情報

詳細: www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004834

Agilent InfinityLab フレックスベンチ MS
※静音ボックスは別売です。

Agilent InfinityLab ポートフォリオの LC および LC/MS 機器、カラム、消
耗品は、組み合わせて使用することで最大限の性能を発揮するように設計
されています。

Agilent OpenLab ソフトウェアおよび Agilent CrossLab サービスをあわ
せてご利用いただくことで、包括的なサポートが提供され、日々の生産性を
さらに高めることができます。

*  フレックスベンチにはフレーム、4 個のシェルフ、1 個の廃液ボトル用トレイが付属しています。

** フレックスベンチ MS には、InfinityLab MSD または Ultivo 用シェルフが 1 個、 
 InfinityLab LC 用シェルフが 3 個、セーフティキャップ付き廃液容器が 1 個付属します。   

 Agilent G6011B 静音ボックスは付属しません。別途ご購入をお願いします。

***  ベンチトップにはフレームと 3 個のシェルフが付属しています。

InfinityLab フレックスベンチ 部品番号

フレックスベンチ 5043-1252*

フレックスベンチ MS G6015A**

ベンチトップ 5043-1711***

アクセサリ 

シェルフ (追加用の棚) 5043-1750

バルブシェルフ  
(最大 3 台の G1170A バルブドライブが設置できる棚)

5043-1245

引き出し 5043-1735

トレイアクセサリキット 5043-1725

標準フレックスベンチ用廃液ボトル 5043-1278

フレックスベンチ交換用ハードウェアキット 5043-1289

ホームページ
www.agilent.com/chem/jp

カストマコンタクトセンタ
0120-477-111 
email_japan@agilent.com

本製品は一般的な実験用途での使用を想定しており、
医薬品医療機器等法に基づく登録を行っておりません。
本文書に記載の情報、説明、製品仕様等は予告なしに
変更されることがあります。 
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